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「
欧
米
留
学
の
思
い
出
」

本

学

商

学

部

教

授

植

野

郁

太

氏

学

会

消
椿
本
チ
ェ
イ
ン
常
務

息

杉
原

四
郎
氏

0
第
一
回
定
例
研
究
会

日
時
昭
和
一
―
一
三
年
六
月
―
一
日

場
所
第
三
学
舎
第
一
会
議
室

「
イ
ギ
リ
ス
に
於
け
る
市
の
発
達
に
つ
い
て
」

本

学

助

教

授

荒

井

政

治

氏

引
続
き
、
経
済
学
会
評
議
員
総
会
（
三
二
年
度
決
算
報
告
承
認
の
件
其

の
他
）
矢
ロ
・
杉
原
両
教
授
帰
朝
歓
迎
会
を
開
催
し
た
。

0
第
二
回
公
開
購
演
会
（
商
学
会
と
共
催
）

日
時
昭
和
三
三
年
六
月
一
九
日

湯
所
第
三
学
舎
三

0
一
教
室
（
第
一
部
）

天
六
学
舎
四
一
ー
一
教
室
（
第
二
部
）

「
イ
ギ
リ
ス
留
学
の
思
い
出
」
本
学
経
済
学
部
教
授

大

村

利

一

氏

0
第
一
回
公
開
購
演
会
（
商
学
会
と
共
催
）

日
時
昭
和
三
三
年
五
月
八
日

場
所
第
三
学
舎
三

0
四
教
室

「
生
産
性
向
上
問
題
に
お
け
る
海
外
の
実
際
と
我
国
の
現
状
に

つ
い
て
」

0
第
三
回
定
例
研
究
会

日
時
昭
和
三
三
年
―
一
月
一
九
日

一
八

「
イ
ギ
リ
ス
経
済
に
つ
い
て
」
大

阪

通

産

局

長

鹿

子

木

昇

氏

0
第
三
回
公
開
購
演
会
（
商
学
会
と
共
催
）

日
時
昭
和
三
三
年
一

0
月
一

0
日

湯
所
第
三
学
舎
三

0
三
教
室

「
日
本
経
済
の
現
状
」

授

日
銀
大
阪
支
店
長

中
川
庸
太
郎
氏

三
森
良
二
郎
氏

0
第
四
回
公
開
購
演
会
（
商
学
会
及
び
経
済
研
究
部
（
学
生
）
と
共
催
）

日
時
昭
和
三
三
年
―
一
月
―
一
日

場
所
第
三
学
舎
ニ
一
七
教
室

「
国
際
経
済
依
存
関
係
に
つ
い
て
」

本

学

教

有
田

稔
氏

な
お
、
杉
原
教
授
の
講
演
は
第
一
部
（
午
後
一
時
よ
り
）
で
、
植
野

教
授
の
購
演
は
第
二
部
（
午
後
六
時
半
よ
り
）
で
行
わ
れ
た
。

0
上
田
助
手
留
学
歓
送
会

日
時
昭
和
一
―
―
―
1

一
年
九
月
二
二
日

0
第
二
回
定
例
研
究
会

日
時
昭
和
三
三
年
一

0
月
一
日

場
所
第
三
学
舎
第
一
会
厳
室

「
『
一
般
理
論
』
の
封
鎖
体
系
的
性
格
」

本

学

専

任

講

師
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会

員

昭
和
三
三
年
度
に
お
け
る
本
学
会
員
の
著
書
、
醐
訳
、
本
学
会
誌
以
外

に
発
表
し
た
論
文
並
び
に
本
学
会
以
外
の
学
会
で
行
っ
た
研
究
報
告
等
は

次
の
通
り
で
あ
る
。

一

、

著

書

松
原
藤
由
「
経
済
政
策
の
股
開
と
産
業
構
造
」
(
-
＝
四
五
頁
、

A
五
判
、
法
祁

文
化
社
、
三
四
年
一
月
）

有
田
稔
「
拡
大
再
生
産
・
開
放
体
系
の
経
済
学
」

法
律
文
化
社
、
三
三
年
1

二月）

二

、

醗

訳

湯
所

の

研

究

活

動

第
三
学
舎
第
一
会
議
室

「
現
代
資
本
主
義
に
関
す
る
若
干
の
見
解
に
つ
い
て
」

本

学

助

手

木

村

雄

二

郎

氏

0
第
五
回
公
開
講
演
会
（
商
学
会
と
共
催
）

日
時
昭
和
三
三
年
―
二
月
五
日

場
所
第
三
学
舎
ニ
―
五
教
室

「
中
小
企
業
経
営
の
実
應
」元
平
川
屯
機
監
代
役

能
率
研
究
所
顧
問

0
第
六
回
公
開
講
演
会
（
商
学
会
と
共
催
）

日
時
昭
和
三
三
年
―
二
月
八
日
（
第
二
部
）

場
所
天
六
学
舎
四
三
教
室

「
民
主
主
義
と
経
済
」

大
阪
大
学
教
授

（
一
烹
八
頁
、

A
五
判

木

下

和

夫

氏

井
上

好
一
氏

矢
口
孝
次
郎
訳
、
ア
ン
ユ
リ
ー
「
イ
ギ
リ
ス
経
済
史
購
義
」
（
三
二
頁
附

録
五
0
頁、

B
六
判
、
有
斐
閣
、
竺
烹
年
六
月
）

東
井
正
美
（
山
岡
亮
一
氏
と
）
共
訳
、
ヘ
イ
ウ
ッ
ド
「
黒
人
解
放
」

（
二
四
八
頁
、

A
五
判
、
有
斐
閣
、
一
ユ
一
ユ
年
一
月
）

三

、

論

文

森
川
太
郎
「
資
本
形
成
と
乗
数
」
（
金
融
学
会
報
告
第
七
集
、
一
二
三
年
五
月
）

「
資
本
苓
梢
と
予
金
巌
」
（
バ
ン
キ
ン
グ
、
一
＿
一
六
号
、
芸
二
年
内
月
）

矢
口
孝
次
郎
（
購
演
速
記
）
「
イ
ギ
リ
ス
の
大
学
」
（
関
酉
大
学
学
報
竺
二

一号、
I

二
三
年
一
一
月
）

亮
平
「
現
代
史
に
お
け
る
政
治
と
経
済
い
図
」
（
近
代
史
研
究
、
三

三
年
一
1

月
号
及
び
＿
二
四
年
一
月
号
）

「
人
口
問
題
」
（
そ
の
他
六
十
七
項
目
）
（
東
洋
経
済
新
報
刊

「
日
本
近
代
史
辞
典
」
所
牧
）

和
典
「
造
船
独
占
資
本
の
復
柄
と
膨
脹
」
（
大
月
害
店
刊
「
講
附
現

代
日
本
の
政
治
と
経
済
」
第
二
巻
所
牧

正
幸
（
紹
介
）
「
作
道
袢
太
郎
氏
著
、
近
世
日
本
貨
幣
史
」

（
史
泉
一
1

一号、一――――一年

i
O
月）

「
江
戸
時
代
に
お
け
る
交
通
と
経
済
発
展
ー
屈
岐
の
海
運

業
を
中
心
と
し
て

1
」
（
史
泉
一
三
号
、
一
去
二
年
―
二
月
）

静
一
「
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
お
け
る
経
済
思
想
の
原
型
」
（
人
文
学

報、
Iii

三
年
三
月
）

「
サ
ン
・
ジ
ュ
ス
ト
の
社
会
理
論
」
（
福
品
大
学
商
学
論
集
、

芸
二
年
六
月
号
及
び
九
月
号
）

「
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
お
け
る
経
済
政
策
思
想
」
（
人
文
学
報
、

吉
田

津
川
越
後

市
原

一
八

, ...、~ ● -一—- ---"---
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四
、
研
究
報
告

矢
口
孝
次
郎
「
産
業
革
命
前
に
お
け
る
毛
織
物
工
業
の
生
産
工
程
」

（
社
会
経
済
史
学
会
近
畿
部
会
、
1

言
一
年
七
月
一
九
H
)

政
治
、
「
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
市
の
発
達
に
つ
い
て
」
（
社
会
経

済
史
学
会
大
会
、
一
―
-
h

一
年
五
月
一
七
日
、
於
京
都
大
学
）

亮
平
「
新
旧
財
閥
論
」
（
現
代
史
研
究
会
、
1

二1
一年一

0
月
―
二
日
）

「
転
向
期
社
会
科
学
の
日
本
的
構
造
」
（
現
代
史
研
究
会
、
三

三
年
ご
一
月
1

一
七
日
）

「
移
民
母
村
の
過
去
と
現
在
」
（
戻
村
人
口
問
題
研
究
会
、
1

二三

年
―
一
月
一

0
日）

稔
「
経
済
発
展
に
お
け
る
有
効
需
要
の
問
題
」
（
経
済
学
史
学

会
第
一
入
回
大
会
、
三
三
年
―
一
月
三
日
）

昇
「
経
済
成
長
と
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
（
金
融
学
会
、
関
西
部

会、一――
I
I

一年一

0
月
一
八
日
於
和
歌
山
大
学
）

晃
一
「
初
期
マ
ル
ク
ス
の
一
考
察
ー
経
済
学
批
判
へ
の
端
緒
と

し
て
の
「
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ミ
ル
評
註
」
を
中
心
に
ー
」

（
経
済
学
史
学
会
第
一
八
回
関
西
部
会
、
於
立
命
館
大
学
）

重
田
高
本
有
田

市
原
荒
井

浜
田
上
田

芸
二
年
一

0
月）

「
モ
ン
タ
ニ
ャ
ー
ル
と
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
派
」

究

、

三

四

年

一

月

）

‘

昭
三
、
「
消
費
者
賦
払
信
用
の
分
折
」
（
東
京
出
版
刊
末
永
隆
甫
紺

「
戦
後
ア
メ
リ
カ
汗
本
主
義
の
分
折
」
所
牧
）

文

雅

「

計

童

経

済

学

お

よ

び

数

理

経

済

学

の

有

効

性

に

つ

い

て
一
（
経
済
統
計
研
究
会
関
西
事
務
局
統
計
学
｀
―
―
―
―
―
一
年
十
一
月
号
）

（
歴
史
学
研

山
本
浜
田

吉
田

（
経
済
学
史
学
会
一
七
回
大
会
、
三

静
一
「
デ
ィ
ド
ロ
と
保
護
主
義
」

三
年
五
月
―

-
E
l
)

「
サ
ン
・
ジ
ュ
ス
ト
の
土
地
制
度
論
」

只
年
一

0
月
l

l

五
H
)

文
雅
「
労
佑
需
要
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
計
量
的
分
折
」

経
済
学
会
、
一
―
―
―
―
一
年
―
一
月
一
1-El
、
於
同
志
社
大
学
）

繁
綽
「
ポ
ラ
ッ
ク
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
ト
ラ
ン
フ
ァ
ー
問
題
へ
の

適
用
に
つ
い
て
」
（
国
際
経
済
研
究
会
、
一
二
三
年
五
月
―
一
日
、
於

神
戸
大
学
）

一
八
三

（
土
地
制
度
史
学
会
三

（
日
本
計
盪

.・,: 一'.-·-'•, 
．． 
・・" .• 

:・., , .. , n"', , ,• ・, ,・, ... : ・ .• : ・. _:,. --~ ーユ


